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　周辺一帯にきれ
いな紅葉が見られ
ますが、おすすめ
は、休場展望台か
ら見る景色。紅葉
した山々が一望で
きます。

　周辺一帯にきれ
いな紅葉が見られ
ます。

（諸沢5071）

　久慈川の流れと
紅葉した山々の眺
めは絶景です。

　公園内は遊歩道が整備されているため、
紅葉を楽しみながらハイキングができます。

（東野921）
御前山とその麓にかかっている那珂川　御御前山とその麓にかかっている那珂川大橋の風御前山とその麓にかかっている那珂川大橋の御御前山とその麓にかかっている那珂川大橋御 珂川大橋川川る麓その麓 る那那 の風

景が、京都の
嵐山に似てい
ることから、
「関東の嵐山」
と呼ばれ、絶
好の紅葉ポイ
ントです。

広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号２



　標高511mの市内一高い尺丈山。西には
那須連山、東には太平洋を望める絶景ポ
イントです。

（鷲子3627）

（小舟1234-2）

　標高253mの山頂に建つ展望台からは、360度
紅葉した山々を見ることができます。

（秋田485）

　山頂の展望台からは、那珂川の清流と小高い山
並みが望めます。

　　　　　　　　（下伊勢畑2370）

　遊歩道が整備されており、紅葉を楽しみながら
歴史散策も楽しめます。

（上小瀬2027）

　境内には、千年杉やカヤの巨木があり、木々
の紅葉を見な
がら歴史の散
策も楽しめま
す。

　きのこ型の展望台から見る景色も絶景ですが、
公園内の紅葉
の彩りは､ 公
園を訪れた方
にやすらぎを
与えてくれます。

広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号３



広報　常陸大宮　　　　平成１9年１０月号４

事　業　費事　　　業　　　名
６，０４１万円市内循環交通システム事業（患者輸送車分含む）
４５４万円常陸大宮市総合計画策定事業

２億３６４万円障害者支援費事業（施設訓練・生活支援）
１億４，８３２万円障害者自立支援事業
６億７，７９５万円民間保育園管理費（保育所入所委託事業）
３，８２３万円民間保育施設整備事業
５，７９５万円放課後児童健全育成・延長保育促進事業
１，０８２万円母子・父子福祉手当支給事業

２億５，９２１万円児童手当支給事業
８，１６５万円老人保護措置事業

３億７，９９６万円生活保護扶助事業
２億１０２万円健康づくり推進事業（老人保健・母子保健・予防接種）
３，２３８万円合併処理浄化槽設置助成事業
８１６万円住宅太陽光発電システム設置助成事業
８８２万円二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器導入助成事業

１８億４，３８８万円常陸大宮済生会病院建設事業
２億６１万円農道整備事業（土地改良・基盤整備・ふるさと農道）
１，３００万円森林整備地域活動支援事業
３，０１２万円木造住宅建設助成事業
８，４７７万円林道整備事業
４，９５９万円商工業振興事業
１，００６万円宮の郷工業団地企業誘致の推進
３，７５７万円観光振興対策事業

１１億３，８３７万円市道整備事業
９，９６５万円消防施設等整備事業（防火水槽・高規格救急車等）
６７５万円教育支援センター事業
３，８５９万円小中学校英語指導員配置事業
１，０７４万円ふれあいの船体験事業
１，０４４万円生涯学習推進事業
２，５２１万円小中学校ＴＴ特別配置事業
２，５９２万円中学校施設整備事業
７，８２８万円市民プール整備事業
９，４６９万円体育施設整備事業
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広報　常陸大宮　　　　平成１9年１０月号５
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差　引　額歳　　　出歳　　　入区　　　　　分

５億９３９万円２２０億３，２６８万２千円２２５億４，２０７万２千円一　般　会　計

１億４，１５９万２千円４５億１，４９２万６千円４６億５，６５１万８千円事 業 勘 定国民健
康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

１，９００万８千円２億１，２４５万６千円２億３，１４６万４千円診療施設勘定

７，７５７万円４９億４，０５２万８千円５０億１，８０９万８千円老 人 保 健

１，６２１万４千円８億４，３８４万３千円８億６，００５万７千円公 共 下 水 道 事 業

２，０６２万５千円８８６万２千円２，９４８万７千円公 営 墓 地

２，７２７万２千円１０億２，５５７万２千円１０億５，２８４万４千円農業集落排水事業

９，１６４万円２９億２０万８千円２９億９，１８４万８千円介 護 保 険

６，１２７万８千円８億９，７４９万５千円９億５，８７７万３千円簡 易 水 道 事 業

２８５万４千円５，３１１万４千円５，５９６万８千円宅 地 造 成 事 業

５５２万４千円１億１，０５５万８千円１億１，６０８万２千円戸別浄化槽整備事業

３９万８千円８万７千円４８万５千円那珂地方公平委員会

３３万８千円１億８，５６８万１千円１億８，６０１万９千円温 泉 事 業

１，２４０万５千円６億６，９９９万円６億８，２３９万５千円水道事業収益的収支企業
会計 △２億３，８０５万１千円３億６，２６７万６千円１億２，４６２万５千円水道事業資本的収支（※）

７億４，８０５万７千円３８７億５，８６７万８千円３９５億６７３万５千円総　　合　　計

※水道事業資本的収支の歳入が歳出に不足する２億３，８０５万１千円は、過年度分損益勘定留保資金
２億３，２３５万６千円及び当年度分消費税資本的収支調整額５６９万５千円で補てんしました。

�������	
��
�������		�����
※市民１人当たりの金額は、
　住民基本台帳人口４８，３５６人
（Ｈ１９．３．３１現在）で算出して
います。
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高齢者・障害者福祉
対策や医療福祉費、
児童手当など

���� ����	
�

予防接種や各種検
診、ごみ処理事業、総
合病院建設事業など

���� ���	��


建設事業等で借入れ
た市債の償還金

���� ���	
��

義務教育施設の整備
や公民館・図書館の
運営経費など

���� ���	
	�

税金の賦課収納、戸
籍や住民登録、選挙
経費など

���� ���	
��

市道の整備･補修や
市営住宅の整備・維
持管理経費など

������� 	
����

農林水産業の振興、
農道・林道の整備経
費など

���� ���	
	�

常備・非常備消防活
動費、消防施設の整
備、災害対策経費など

���� ���	�
�

商工費、議会費、労
働費、基金積立金の
経費など

�������	
����
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広報　常陸大宮　　　　平成１9年１０月号６

グループ（新組織）係（旧組織）室　等課　等部等

医療G医療係

医療保険課

保

健

福

祉

部

保険G保険係
　　国保美和診療所
　　国保緒川歯科診療所

健康推進G
健康推進係　

　
　

健康推進課 保健予防係
特定健診係

農林振興G
農林振興係　

　農 林 課経

済

部

農林整備係
畜産G畜産係市営牧場

商工観光G
商工振興係　

　商工観光課 観光振興係
企業誘致推進G企業誘致推進係企業誘致推進室

都市整備G
都市計画係

　都市整備課建

設

部

建築係
管理G管理係　

　建 設 課
道路河川G道路河川係
庶務第一G庶務第一係

（上水道）
水 道 課上

下

水

道

部

業務第一G
業務第一係
施設係

庶務第二G庶務第二係
（簡易水道）

業務第二G業務第二係

庶務G
庶務係　

　
　
　

下水道課
施設管理係

公共下水道G公共下水道係
集落排水Ｇ集落排水係

出納G
収入係　

　会 計 課
支出係

庶務G
庶務係　

　
　

市 民 課山

方

総

合

支

所

出納税務係
住民係

福祉健康G
福祉係　

　福祉健康課
健康推進係

農林商工G農林商工係　経 済 課

建設・上下水道G
土木建築係　

　建 設 課
上下水道係

グループ（新組織）係（旧組織）室　等課　等部等

庶務・法制G
庶務係　

　
　総 務 課

総

務

部

文書法制係
職員G職員係
秘書広聴G秘書広聴係秘書広聴室

企画調整・
男女共同G

企画調整係
　

企 画 課
男女共同参画係
合併管理係

行政改革推進G行政改革推進係行政改革推進室
都市交流推進G都市交流推進係都市交流推進室
財政G財政係

　財 政 課 契約検査G契約検査係
管財G管財係

情報・広報統計G
情報政策係

　情報政策課
広報統計係

市民生活Ｇ市民生活係　
　市 民 課

市

民

部

住民記録Ｇ住民記録係
市民税G市民税係　

　税 務 課
資産税G資産税係
管理G管理係　

　収 納 課
徴収G徴収係

環境推進G
環境政策係

　
環 境 課

リサイクル推進係

総務・管理G
総務係おおみや広

域聖苑 管理係
社会福祉G社会福祉係　

　

福 祉 課

保

健

福

祉

部

保護G保護係
子ども福祉G子ども福祉係子育て支援室

大賀保育所　
　
　

山方保育所
美和保育所

介護・高齢
者福祉G

高齢者福祉係　
　

介護高齢課 介護保険係
ねんりんピック
開催推進G

ねんりんピック
開催推進係

ねんりんピック
開催推進室

　市では、多様な住民ニーズに柔軟に対応できる効率的な組織を目指すとともに、厳しい財政状況の中で、
定員適正化の推進を踏まえ、ますます増大する業務を限られた職員で遂行していくため、１０月１日からこれ
までの「係制」から「グループ制」を試行導入しました。
　なお、グループ制に変わっても本庁、総合支所及び出先機関等で取り扱う業務は今までどおりです。

�������	
���� ������



広報　常陸大宮　　　　平成１9年１０月号７

グループ（新組織）係（旧組織）室　等課　等部等

庶務G
庶務係　

　
　

市 民 課美

和

総

合

支

所

出納税務係
住民係

福祉健康G
福祉係　

　福祉健康課
健康推進係

農林商工G農林商工係　経 済 課

建設・上下水道G
土木建築係　

　建 設 課
上下水道係

庶務G
庶務係　

　
　

市 民 課緒

川

総

合

支

所

出納税務係
住民係

福祉健康G
福祉係　

　福祉健康課
健康推進係

農林商工G農林商工係　経 済 課

建設・上下水道G
土木建築係　

　建 設 課
上下水道係

庶務G
庶務係　

　
　

市 民 課御
前
山
総
合
支
所

出納税務係
住民係

福祉健康G
福祉係　

　福祉健康課
健康推進係

農林商工G農林商工係　経 済 課

建設・上下水道G
土木建築係　

　建 設 課
上下水道係

庶務G
庶務係　

　
　
　

総 務 課

消　
　
　
　
　
　
　
　

防

経理係

地域消防G地域消防係

警防G
警防係　

　
　

警 防 課 通信司令室
救急救助係

予防G
予防係　

　
　

予 防 課 指導係
危険物係

庶務G庶務係　
　
　
　
　

東消防署
予防G予防係
警防G警防係
救急G救急係
通信G通信係
庶務G庶務係　

　
　
　

西消防署
予防G予防係
警防G警防係
救急G救急係

グループ（新組織）係（旧組織）室　等課　等部等

庶務係庶務係
　議会事務局議

会 議事係議事係

総務G
総務係

学校教育課

教

育

委

員

会

施設係
学務G学務係
学校給食G　
　　指導室
（学校給食Gに統合）学校給食係給食センター（３）

幼稚園（４）
小学校（１９）
中学校（７）

生涯学習G社会教育係　
　

生涯学習課

スポーツ振興Gスポーツ振興係
（生涯学習Gに統合）国民文化祭推進係国民文化祭推進室
（スポーツ振興
Gに統合）

体育施設管
理係

社会体育施設
管理事務所

公民館G公民館係大宮公民館
管理・サービスG管理係文化センター

管理・サービスG
管理係

図書情報館
奉仕係

歴史民俗G資料館係歴史民俗資料館
生涯学習G生涯学習係　

　
山 方
事 務 所 公民館

生涯学習G生涯学習係　
　

美 和
事 務 所 公民館

生涯学習G生涯学習係　
　

緒 川
事 務 所 公民館

生涯学習G生涯学習係　
　

御 前 山
事 務 所 公民館

監査係監査係　監査委員
事 務 局

監
査

農地農政G農地農政係　農業委員会
事 務 局

農
委
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号８
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敬
老
の
日
を
前
に
、
市
長
を
は
じ
め
副
市

長
が
、
１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
を
訪

問
し
、
市
か
ら
祝
い
金
や
記
念
品
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か

ら
の
褒
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
、
平
成　
１９

年
９
月
１
日
で
男
性
４
人
、
女
性　

人
の
合

１２

計　

人
で
す
。

１６

　

ま
た
、
市
内
各
地
区
で
は
、
ご
長
寿
の
皆

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
お
祝
い
の
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
様
々
な
芸
能
等
を
楽
し
み
、
各

会
場
た
く
さ
ん

の
笑
い
声
に
あ

ふ
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
お
体

に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

市
内
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
年
齢
は　

月
５
日
現
在
の
も
の
で
す
）

１０

１
０
６
歳

１
０
３
歳

１
０
２
歳

１
０
１
歳

１
０
０
歳

寺　

門　

と　

し（
若　

林
）

木　

村　

は　

る（
西
野
内
）

増　

田　

庄　

一（
山　

方
）

小
野�
　

く　

に（
山　

方
）

平　

澤　

フ　

テ（
鷲　

子
）

蓮　

田　

キ　

ノ（
檜　

山
）

藤　

耒　

き　

く（
下
檜
沢
）

鴨
志
田　

モ　

ト（
田
子
内
）

小　

林　

き　

よ（
鷹　

巣
）

鹿　

島　
　
　

一（
野　

上
）

関　

根　

四
十
次（
小　

野
）

竹　

内　

ミ　

ネ（
大　

岩
）

軍　

司　
　
　

渡（
野　

口
）

内　

田　

セ　

イ（
上
小
瀬
）

小　

野　

く　

め（
富　

岡
）

　

平
成　

年
７
月　

日
よ
り
試
行
運
転
を
開

１８

１９

始
し
た
市
民
バ
ス
が
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り

利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
内
循

環
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
の
要
望
、
市
民
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
等
を
参
考
と
し
て
検
討
を
重

ね
、　

月
１
日
、
運
行
の
見
直
し
を
実
施
し
、

１０

正
式
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市

民
バ
ス
の
運
行

に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
中�
孝
子
さ
ん
（
下
岩
瀬
）
が

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

中�
さ
ん
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て　

年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉

２６

の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
現
在
も
市
で

女
性
初
の
大
宮
地

区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
会

長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
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交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
３
０
０
日
を
達

成
し
た
と
し
て
、
当
市
が
茨
城
県
交
通
対
策

協
議
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
の
基
準
は
、
人
口
３
万
５
千
人
以
上

　

万
人
未
満
で
、
交
通
死
亡
事
故
が
連
続
３

１００
０
日
間
起
こ
ら
な
か
っ
た
市
町
村
と
な
っ

て
お
り
、
当
市

は
、
昨
年　

月
１０

　

日
か
ら
死
亡

２１事
故
ゼ
ロ
が
続

き
、
８
月　

日
１６

に
３
０
０
日
を

達
成
し
ま
し
た
。

▲市内最高齢の寺門としさん（若林）

　地域の交通安全意識の高揚を図るため、毎月シートベルト着用調査を山方宿駅前で実施してい
ます。
◎７～９月調査分

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数

92.822023775.0182494.8202213７月２日

93.217919278.3182395.3161169８月1日

94.619120280.0162096.2175182９月３日

常陸大宮市ネットワーカー協議会（ヤッホーふれあいの会）
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号９

市
長
提
出
議
案

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算

１８

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
公
営
墓
地
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
温
泉
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計 

市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会

１９

定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら　

日
ま
で

２１

　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１７
　

こ
の
定
例
会
に
は
、
議
員
提
出
の
も

の
を
含
む
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
及
び

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条　
　
　
　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る

条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備

事
業
分
担
金
徴
収
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
葬
場
、
斎
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
御
前
山
青
少
年
旅
行
村
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
三
王
山
自
然
公
園
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
常
陸
大
宮
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成　

年
度
補
正
予
算

１９

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

人
事
案
件

＊
敬
称
略

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
平
島　

則
子
（
南
町
）

議
員
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例

そ
の
他

○
常
陸
大
宮
市
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て

○ （
仮
称
）御
前
山
小
学
校
校
舎
新
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　市では、新たな財源の確保と地域経済の活性化を図るため、10月１日から、広報常陸大宮・旬報ひた

ちおおみや・市のホームページ・窓口用封筒に、有料広告の募集を行い、広告掲載を始めることになり

ました。

　それぞれの公共物等で募集する広告の内容や募集の期間、掲載する場所、掲載料、掲載期間等が異な

りますので、詳しくは、市のホームページ、旬報ひたちおおみや（10月15日号）をご覧ください。

　《問い合わせ先》
本庁企画課行政改革推進室　�52-1111　内線323
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号１０
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●
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☆順不同・敬称略

　９月６日、緒川地域体育協会、教育委員会緒川事務
所主催による大会が、緒川中学校体育館及び小瀬小学
校体育館において、２０チームが参加し、５ブロックに
分かれて行われました。

Aブロック

　優　勝　小舟Bチーム

Bブロック

　優　勝　小舟Dチーム

Cブロック

　優　勝　小舟シルバー

　　　　　チーム

Dブロック

　優　勝　下小瀬チーム

Eブロック

　優　勝　小舟Aチーム

����
�������	
�����

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　９月２日、９日、１６日の３日間にわたり、市野球連
盟（塩澤實会長）の主催により、大宮運動公園市民球
場他２会場で開催されました。
　大会には、市内３０チームが参加し、熱戦が展開され
ました。

優　勝　美和スターズ
準優勝　フジノン水戸
第３位　パーティーズ
　　　　スターダストキッズ

�������	
�����

　９月２日、西部総合運動公園テニスコートにおい
て、市テニス連盟（蝦名とも子会長）の主催により開
催され、５８人が参加しました。

初心者・一般の部

　優　勝　笠井・田山ペア
　準優勝　梶・片野ペア
シニア男子の部

　優　勝　内田・近藤ペア
　準優勝　遠藤・池崎ペア
シニア女子の部

　優　勝　中村・沢畠ペア
　準優勝　中嶋・谷田部ペア

��������	
�

▲

大
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　９月１７日、山方中学校体育館において開催されまし
た。団体戦のみ行われ、市内、市近郊から男子の部１５
チーム、女子の部１０チームの参加がありました。

男子の部  女子の部

　優　勝　山方中Ａ 　優　勝　大 子 中

　準優勝　大宮中Ａ 　準優勝　大 宮 中

　第３位　大宮二中 　第３位　那珂一中
　　　　　大子南中 　　　　　那珂二中

�������	
�����

▲優勝した美和スターズの皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１０月号１１
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　９月２３日、西部総合公園体育館におい
て、市バレーボール連盟（中村稔会長）
主催により開催されました。
　大会には、市内から１２チームが参加し
て行われました。

優　勝　グルービー
準優勝　盛　　　和
第３位　プ ラ イ ド
　　　　ＪＢクラブ

▲優勝したグルービーの皆さん
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　５月から１０月中旬にかけて、山方運動公園野球場で少年野球教室
（教育委員会山方事務所主催）が開催
され、山方地域の児童２３人が参加し
ました。
　全１０回のうち、２回は夜間に行わ
れ、子どもたちは日頃なかなか体験
できない、照明で照らされたグラウ
ンドでのプレーを楽しんでいました。

「生花」（三種生け）

井坂　貞子
「自由花」

佐藤　美也子

「生花」（一種生け）

金子　ゆき

「二段重」

坪井　町子

「菓子皿」

木村　棟男

「菓子皿」（一閑張）

小沼　妙子
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　９月２３日、「 ’ ０７カヌースラローム山方大会」（県カヌー協会主催）
が、家和楽地内の久慈川で開催されました。
　家和楽が会場となるのは、３年ぶり５回目となりましたが、降雨
で増水し、流れが速くなった川に小
学生から５０代の熟年者まで１８人が挑
みました。ゲート不通過や沈脱して
失格した選手もいるなか、小・中学
生が完槽すると、見物客からはたく
さんの拍手が贈られました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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　皆さんが納める市税は、さまざまな事業を実施するための貴重な財源であり、必要不可欠なものです。

　市税の納付が滞ると、事業の推進が遅れたり実施できなくなったりしますので、納期限までに必ず納めてください。
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私
た
ち
が
普
段
口
に
す
る
こ
ん
に
ゃ
く
。

そ
の
流
通
拡
大
を
と
お
し
て
普
及
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
の
が
諸
沢
出
身
の
中
島 
藤  
衛 

と
う 
え

 
門 
で
し
た
。
山
方
や
大
子
に
今
も
残
る
藤
衛

も
ん門

の
生
家
や
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。
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中
島
藤
衛
門
は
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
、

山
方
地
域 
諸  
沢 
地
区 
地  
割 
に
生
ま
れ
ま
し

も
ろ 
ざ
わ 

じ 

わ
れ

た
。
諸
沢
の
地
は
山
々
の
続
く
山
方
北
部
地

域
で
も
と
り
わ
け
山
深
く
交
通
の
便
の
悪
い

所
で
し
た
。
わ
ず
か
な
平
地
し
か
な
い
た

め
、
斜
面
を
利
用
し
て
作
付
け
で
き
る 
楮 
、

こ
う
ぞ

煙
草
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
を
作
る
以
外
に
生
活

の
糧
を
得
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

頼
み
の
綱
の
こ
ん
に
ゃ
く
は
東
南
ア
ジ
ア

が
原
産
で
、 
砂  
礫 
の
多
い
水
は
け
の
よ
い
土

さ 
れ
き

地
を
好
む
た
め
県

北
山
間
地
域
の
気

候
に
適
合
し
、
栽

培
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
い

え
植
付
か
ら
三
年

後
に
し
か
収
穫
で

き
な
い
こ
と
と
、

寒
気
に
弱
い
た

め
、
種
玉
は
冬
季

は
掘
り
返
し
て
屋

内
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど

そ
の
栽
培
は
手
間

の
か
か
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
従
来
は
生
玉
の
ま

ま
出
荷
し
各
地
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
で
は
日
持
ち
が
せ
ず
、
遠
く
ま
で
輸

送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、

重
量
が
あ
る
た
め
商
品
価
値
の
あ
ま
り
高

く
な
い
作
物
だ
っ
た
の
で
す
。
藤
衛
門
は

十
五
才
か
ら
研
究
を
重
ね
た
末
、
ふ
と
し

た
こ
と
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
玉
を
乾
燥
さ
せ

る
と
長
持
ち
す
る
こ
と
を
発
見
し
ま
す
。

試
行
錯
誤
の
結
果
、
生
玉
を
厚
さ
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
薄
切
り
し
、
串
に
刺

し
て
乾
燥
さ
せ
た
あ
と （ 
荒  
粉 
）、
そ
れ
を

あ
ら 
こ

石
臼
で
挽
い
て
粉
末
に
す
る
と
い
う
製
法

を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
粉
末
は
「
粉
こ

ん
に
ゃ
く
」
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
さ
ら

に
不
純
物
を
除
い
て
「
精
粉
」
に
す
る
技

術
を 
上  
野  
宮 
村
の
益
子
金
蔵
が
確
立
し
た

か
み 
の 
み
や

の
は
四
十
年
後
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
遠
路
の
輸
送
に
も
耐
え
ら
れ
る
品
質

の
確
保
と
、
軽
量
化
に
成
功
し
、
販
路
を

北
は
松
前
、
南
は
畿
内
ま
で
延
ば
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
研
究

を
始
め
て
か
ら
十
八
年
が
経
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
技
術
が
普
及
す
る
と

品
質
の
悪
い
製
品
も
増
え
て
き
た
た
め
、

藩
は
袋
田
に
こ
ん
に
ゃ
く
会
所
を
設
置
し

藤
衛
門
を
頭
取
に
任
命
し
て
監
督
に
当
た

ら
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
諸
沢
は
火
打
石
の
産
地
で
も
あ

り
、
藤
衛
門
は
、
火
打
石
山
会
所
守
に
も

任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
職
は

子
の
藤
八
郎
、
曾
孫
の
藤
八
郎
ら
に
も
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
の
栽
培

方
法
の
見
直
し
も
は
か
り
、
本
場
宇
治
か

ら
職
人
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
、
農
業
振
興

に
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
人

物
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

�
�
��
���
	



　

耕
地
が
少
な
く
生
産
力
の
低
い
山
間
の

土
地
で
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
生
産
が
飛
躍
的

に
伸
び
た
こ
と
は
、
近
在
の
農
民
の
生
活

を
保
障
し
、
藩
財
政
の
発
展
に
も
寄
与
し

ま
し
た
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藤
衛

門
は
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
一
代
限

り
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん

に
ゃ
く
の
一
大
産
地
と
な
っ
た
旧
山
方
町

か
ら
大
子
町
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
藤

衛
門
の
功
績
を
称
え
る
遺
跡
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
割
に
は
生
家
が
現
存

し
て
お
り
母
屋
・
長
屋
門
と
も
に
、
江
戸

時
代
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
生
家

中
島
家
の
屋
敷
内
に
は
藤
衛
門
を
祀
っ
た

石
祠
と
藤
衛
門
の
功
績
を
称
え
た
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
同
家
で
は

お
祭
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
子
町
や

福
島
県
南
地
域
の
こ
ん
に
ゃ
く
農
家
の

人
々
が
「
藤
衛
門
講
」
と
い
う
講
組
織
を

作
り
、
二
月
十
六
日
と
十
一
月
十
六
日
に

講
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
に

は
山
方
・
大
子
両
町
の
こ
ん
に
ゃ
く
製
造

業
者
や
生
産
組
合
が
加
盟
し
て
中
島
藤
衛

門
顕
彰
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
会
長
に
当

時
の
大
子
町
長
、
副
会
長
に
山
方
町
長
が

就
き
、
こ
の
会
に
よ
っ
て
顕
彰
碑
や
墓
地

の
改
修
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
子
町
の
中
心
部
に
程

近
い
十
二
所
神
社
に
は
境
内
社
と
し
て
蒟

蒻
神
社
が
あ
り
、
藤
衛
門
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
和
紙
の
生
産
も
盛
ん
だ
っ
た
当
地

で
は
、
単
に
食
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

衣
類
や
調
度
に
も
和
紙
に
こ
ん
に
ゃ
く
を

ひ
い
た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
生
活

に
深
く
関
わ

る
も
の
で
し

た
。

　

中
島
藤
衛

門
に
関
す
る

古
文
書
や
遺

品
な
ど
は
山

方
館
で
展
示

し
て
い
ま

す
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�������	

�����

▲蒟蒻神社（大子町大子　十二所神社境内）

▲諸沢地割の中島藤衛門生家
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　８月２０日、国長少年消防クラブのクラブ員１１人が県
民防災教育の一環として茨城県立消防学校に一日体験
入校をしました。
　大変暑い日でしたが、放水体験や応急手当方法、消
火体験、煙体験、地震体験など予定どおり行われ、一
日の日程を終えると日焼けした子どもたちの顔は満足
感に満ち溢れていました。
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･･･シリーズ⑨男女共同参画
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　９月３０日、県北９市町村の代表による第５８回茨城県消防ポンプ操法県北
地区大会が大子町において開催されました。市の代表として美和支団が自
動車ポンプの部、小型ポンプの部に出場しました。
●自動車ポンプの部 ●小型ポンプの部
　優　勝　那　珂　市 　優　勝　大　子　町
　準優勝　常陸太田市 　準優勝　常陸大宮市
　第３位　常陸大宮市 　第３位　那　珂　市

�������	��������	
����
　「火は見てる　あなたが離れる　その時を」を全国統一防火標語として
１１月９日から１５日までの一週間「秋の火災予防運動」が全国一斉に実施
されます。これから秋・冬に向って何かと火を使うことが多くなります。
火の取扱いには十分注意しましょう。
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本
年
度
、
市
教
育
委
員
会
の
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、「
地
域
で
学
び
、
地
域
に
生
き
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 〈
推
進
事
業
の
ね
ら
い
〉

①　
「
地
域
で
学
ぶ
」

伊
勢
畑
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
学

習
教
材
と
し
て
有
効
に
活
用
し
、
教
育
活

動
を
魅
力
的
な
も
の
に
し
ま
す
。

②　
「
地
域
に
生
き
る
」

教
育
活
動
を
実
践
し
な
が
ら
、
地
域
へ
の

認
識
を
深
め
た
り
、
地
域
と
の
一
体
化
形

成
に
努
め
た
り
、
学
校
か
ら
地
域
に
情
報

を
発
信
し
た
り
し
ま
す
。

 〈
主
な
実
践
例
〉

①　

お
茶
摘
み

　

五
月
に
は
地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々

を
講
師
に
招
い
て
、
全
校
児
童
で
お
茶
摘
み

を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

�

　

毎
年
、　

月
に
本
校
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

１１

あ
る
「
い
せ
は
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
あ

り
ま
す
。

　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が

一
体
と
な
っ
て
、
共
に
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ

う
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
成
果
を
生
か
し
、
お
互
い
が
創
意
工
夫
を

持
ち
寄
っ
て
準
備
し
て
い
ま
す
。　

月
４
日

１１

 （
日
）
に
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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本
校
は
市
南
西
部
に
あ
り
、
北
側
に
は
那

珂
川
が
流
れ
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
で
創
立
１
３
４
年
で
す
。

　

全
校
児
童　

人
４
学
級
の
小
規
模
校
で

３６

す
。
児
童
は
、
素
直
で
明
る
く
、
学
習
や
運

動
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
れ
る
場
の
設
定

な
ど
、
小
規
模
校
の
特
長
を
生
か
し
、
児
童

一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
学
力
や
体
力
の
一

層
の
向
上
を
目
指
し
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
タ
イ
ム
と
ド
リ
ル
学
習
（
計

算
練
習
・
漢
字
練
習
）
な
ど
の
朝
の
活
動
の

充
実
、
毎
週
木
曜
日
の
昼
休
み
に
縦
割
り
班

活
動
を
行
う
「
い
せ
は
た
タ
イ
ム
」、
縦
割
り

班
で
の
清
掃
活
動
な
ど
、
日
課
の
工
夫
・
改

善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

を
図
り
な
が
ら
お
茶
を
摘
み
、　

月
に
行
わ

１１

れ
る
「
い
せ
は
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
茶

を
味
わ
う
こ
と
に
よ
り
、
収
穫
の
喜
び
と
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
お
茶
摘
み
が
終

わ
っ
た
後
で
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
会
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

②　

親
子
野
鳥
観
察
会

　

本
校
は
、
茨
城
県
か
ら
愛
鳥
モ
デ
ル
校
の

指
定
を
受
け
、
今
年
度
は
４
年
次
に
当
た
り

ま
す
。
野
鳥
観
察
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
校
周
辺
に
生
息
す
る
野
鳥
に
つ
い
て

の
知
識
と
理
解
を
深
め
、
自
然
環
境
を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
親
子
野
鳥
観
察
会
を
那
珂
川

河
川
敷
で
実
施
。
日
本
野
鳥
の
会
茨
城
支
部

の
４
人
の
先
生
を
講
師
に
、
親
子
で
い
ろ
い

ろ
な
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
し
た
。
知
識
と
一

緒
に
親
子
の
触
れ
合
い
も
深
ま
り
ま
し
た
。

全
校
児
童
に
よ
る
野
鳥
観
察
会
を　

月
、　
１０

１２

月
、
１
月
に
も
実
施
し
て
、
季
節
毎
の
生
態

を
調
べ
て
い
き
ま
す
。 

児童数：36人
(下伊勢畑1919－1　�55－2309）
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めざす児童像

〈平成１８年度のいせはたふれあいまつり〉

▲ 「民話に親しもう」
学年毎に民話等の発表をしました。

▲昔遊びの体験
高齢者クラブの方からあやとりを教えて
もらいました。
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　市では、６５歳以上の方などがインフルエンザ予防接種を受ける際、費用の一部を助成しています。
　６５歳以上の方には、予診票兼受診券を郵送します。
�� � �

常陸大宮市に住所を有する方で次のいずれかに該当する接種希望者
①平成２０年４月１日までに６５歳以上になる方
②６０歳～６５歳未満で身体障害者手帳１・２級及び
内部障害で３級を有する方

�����

自己負担１，０００円（生活保護法第６条の被保護者に
あっては、予防接種料金は全額市で負担します。）
�����

　１０月２９日～１２月１５日
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　読み聞かせに関心のある方、学校などでボランティ
アで読み聞かせをしている方へ、実習をまじえた講習
会を行います。絵本の選び方、声の出し方など気にな
る疑問にお答えします。
　ぜひ、ご参加ください。

・日　　時　　11月18日 （日）
　　　　　　　午前10時～午後３時
・場　　所　　図書情報館２階研修室
・定　　員　　30人

�美和かわせみの会のおはなし会����������	
�ロゼのつどいのおはなし会�������������	

�めばえの会のおはなし会��������������	
�どんどんちっちのおはなし会������������	
�はみんぐばあどのおはなし会�����������	
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�読み聞かせ講座�������������������
�子ども放送局
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８日・22日
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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常陸大宮市の人口（９月１日現在・推計常住者）

総人口４６，８９８人（男２２，８９９人、女２３，９９９人）
世帯数１６，２５５世帯

開催まで
２ ７あと 日

（10月15日現在）
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日

会場　常陸大宮市西部総合公園体育館
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下小瀬には、今から約２００年前（江戸時代後期）に作られた歌舞伎　下小瀬には、今から約２００年前（江戸時代後期）に作られた歌舞伎

舞台の道具（襖絵）が保存されており、９月１日から３日間、緒川舞台の道具（襖絵）が保存されており、９月１日から３日間、緒川
第二体育館で展示されました。第二体育館で展示されました。
展示された襖絵は、全部で１２組あり、襖には表と裏に絵が描いて　展示された襖絵は、全部で１２組あり、襖には表と裏に絵が描いて

あるので２４の背景が描かれています。作者は定かではありませんあるので２４の背景が描かれています。作者は定かではありません
が、中でも「雷に打たれる龍」は芸術的評価が高いものだそうです。が、中でも「雷に打たれる龍」は芸術的評価が高いものだそうです。

昔は、地元が催した地芝居で使用したほか、度々近郷近在に　昔は、地元が催した地芝居で使用したほか、度々近郷近在に
も貸し出されました。戦後は、演劇の地方巡業や素人演芸会なも貸し出されました。戦後は、演劇の地方巡業や素人演芸会な
どにもしばしば使用されてきましたが、昭和４０年以降は使われどにもしばしば使用されてきましたが、昭和４０年以降は使われ
なくなり地区の倉庫であるお稗倉に納められていました。なくなり地区の倉庫であるお稗倉に納められていました。
下小瀬地区では３年ごとの八朔祭りの際に展示を行っていま　下小瀬地区では３年ごとの八朔祭りの際に展示を行っていま

すが、今年は襖絵のほかに、大幕や回り舞台装置なども多数展すが、今年は襖絵のほかに、大幕や回り舞台装置なども多数展
示され、多くの方々が当時の地域文化の高さに感心していまし示され、多くの方々が当時の地域文化の高さに感心していまし
た。た。

　９月９日に市教育委員会主催のツリス教室

がおおみや消防広場で開催されました。教室

には34人が参加し、講師にはＳＡＪ湯殿山ス

キー学校代表渡部三郎先生をむかえ、皆さん

真剣に、また楽しく指導を受けていました。

川をきれいに川をきれいに
　河川の環境美化運動として、９月3 0日、国土交通省
常陸河川工事事務所等の主催による那珂川大橋、大桂
大橋、千代橋周辺のクリーン作戦が行われました。
　あいにく雨が降る肌寒い日となりましたが、地元住
民の方を初め、河川管理
者、河川愛護団体の方々
など多くの方が参加し、
河原のごみを収集しまし
た。
　ご協力ありがとうござ
いました。

▲「雷に打たれる龍」
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